
（様式５） 令和６年度　指定管理者年度評価シート

１　基本情報

２　管理運営の成果・実績

（未設定）

（未設定）

（未設定）

（未設定）

　　利用状況 （単位：台/年）

当年度 前年度 前年度比

7,688,244 7,494,970 193,274

0.0%

３　収支状況

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 284,680,000 273,449,000

計画 284,680,000 273,449,000

実績

計画

実績

計画

実績 284,680,000 273,449,000

計画 284,680,000 273,449,000

当年度 前年度 差異（実績－計画） 主な要因

実績 21,219,000 21,219,000

計画 21,219,000 21,219,000

実績 263,461,000 252,230,000

計画 263,461,000 252,230,000

実績

計画

実績 284,680,000 273,449,000

計画 284,680,000 273,449,000

その他事業費

（自主事業支出）
0

合計 0

支出

人件費 0

物件費 0

その他収入

（自主事業収入）
0

合計 0

収入

業務代行料 0

利用料金収入 0

稼働率

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年間）

評価対象期間 令和６年４月１日～令和７年３月３１日

成果指標

数値目標

年度実績

達成率

利用人数

数値目標 （未設定）

指定管理者名

阪神高速グループ連合体

【構成員】

阪神高速道路株式会社

阪神高速技術株式会社

阪神高速パトロール株式会社

業務の概要

①本施設全般の管理運営に関すること。

②本施設内の交通監視、施設監視および安全対策に関すること。

③本施設内の清掃に関すること。

④本施設の保守点検および緊急補修、小規模補修に関すること。

⑤本施設の挙動観測評価検討に関すること。

⑥本施設有料時の通行回数券の払い戻し業務に関すること。

⑦夢咲トンネルとの一体管理に関すること。

成果指標 （未設定）

施設名称 代行臨港道路（大阪港咲洲トンネル）

施設所管課・担当 大阪港湾局施設管理部施設課（担当：藤田・小西）

条例上の設置目的

　大阪港咲洲トンネルは、大阪港の物流のネットワーク基盤を形成する臨港交通施設であり、

また市内中心部と開発の進む咲洲コスモスクエア地区を直結する自動車交通路の要として、道

路交通アクセスの利便性に寄与することを目的としている。



（様式５） 令和６年度　指定管理者年度評価シート

４　管理運営状況の評価（１次評価）

（１）成果指標の達成

達成率 評価

- A

（２）管理経費の縮減

評価

A

（３）管理運営の履行状況

評価

A

A

A

社会的責任・市の施策との整合性 A

施設の管理運営

・令和６年度の交通事案（事故処理・落下物・侵入者等）

については、１２５件となっており、過去５年の平均件数

１２６件とほぼ同件数となっている。

・安全管理として、維持管理作業に伴う安全性向上のため

の交通安全協議会及び安全パトロール（年１２回）、規制

作業の円滑化に向けた交通規制訓練（６回）を実施するこ

とにより、維持管理作業における無事故無災害を１５年間

継続している。

事業計画の実施状況

・設備の保守・点検、トンネル監視業務、トンネルの沈埋

函、躯体の挙動観測業務について、事業計画どおり実施が

なされているとともに、計測値の整理を行うことにより、

現況の評価・将来予測値に対する考察を実施し、評価検討

を行った。

・保守点検については、予防保全的な見地より、日常点

検・適切な補修を計画的に行った結果、トンネルの設備等

に起因する障害発生件数は４８件であった。これまでの保

守点検や的確な補修実績を元に、設備の延命化を図ってお

り計画的に業務に取り組むことにより障害発生件数を抑え

ている。

施設の有効利用

・トンネル坑内や換気所において様々な設備や施設の設置

に協力し、万博の安全な開催にかかる支援を実施した。

・就職困難者の雇用については、ハローワーク等を通じた

継続的な募集を行うとともに、民間人材紹介会社や民間求

人サイトの活用を実施し、令和6年度においては2名の障が

い者を新規採用した。障がい者雇用人数は22名（障がい者

雇用率2.54％）であり、法定雇用率を達成している。

【電力コスト高騰への対応】

・事務所の空調の温度設定や照明の消灯により使用電力

の削減に努めた。

・トンネル内明り部照明について、高圧ナトリウム等の

ままである照明のうち一部（33灯）をLED灯具に取り替

えたほか、LED化未実施箇所についても順次LED化する

ことを検討している。

　電気料金の高騰により、競争入札での落札者が見込めな

いことから、次タームにおける指定管理者の決定を受け、

次年度の受電所電力需給契約を関西電力と直接契約する手

続きを行った。

評価項目 特記事項

施設の設置目的の達成及びサービスの向上

評価項目 特記事項

　指定管理者の創意工

夫による施設の効率的

な管理運営により、一

般交通の用に供する社

会資本としての責務を

全うするとともに、利

用者に対する質の高い

サービスを提供する。

　阪神高速道路で培ったノウハウや、隣接する阪神高速湾岸線・大阪港線や

夢咲トンネルとの一体管理によるスケールメリットを活かし、また連合体の

構成員以外のグループ会社とも必要に応じた連携により、グループを掲げて

安全・安心・快適を目指すことで、運転者の安全で快適な通行確保に努め、

常に良好な状態を維持した。

　アンケートの実施などによって得られた問い合わせに関して迅速・丁寧な

対応を行うとともに対応記録として記録し、よくある質問（FAQ）について

Q&Aを策定するなど様々な対策により、2024年度アンケートでは本施設を

利用した９割以上の利用者から「満足」「どちらかといえば満足」との評価

を得た。

市費の縮減に係る取組状況 特記事項
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５　利用者ニーズ・満足度等

６　外部専門家意見

７　最終評価

評価

A

A

管理運営の履行状況

施設の管理運営

事業計画の実施状況

施設の有効利用

社会的責任・市の施策との整合性

A総合評価

・２０２５年大阪・関西万博開催を控え、交通量の増加に

伴うとみられる主に落下物などの交通事案が増加した中、

阪神高速道路で培ったノウハウを活かして適切に対応して

おり、利用者の安全・安心に寄与している。

・各種設備および施設の補修においては、現況復旧だけで

はなく道路状況等に沿った仕様での復旧を実施および提案

されており、適切な補修を実施されている。

・総括として、当該指定管理者は、「先進の道路サービス

へ」という企業理念に則った質の高い管理運営を実施され

ており、阪神高速グループ連合体内外と連携のもと、本市

の求める水準での業務を実施している点を評価する。

A
施設の設置目的の達成及びサービスの向上

・交通監視・管理業務については、昼間３名以上・夜間３

名の２４時間体制で監視を実施した。

・道路巡回については、巡回車が１日９回巡回すること

で、交通事故等の処理・落下物の回収処理・故障車への対

応・路面や施設の損傷確認などに迅速に対応し、安全・安

心な交通管理を実施した。

・設備運転監視業務については、設備監視員が１名常駐

し、２４時間体制の交代勤務で実施した。

・就業困難者の雇用への取組については、法定雇用率を達

成しており、継続的な募集も実施している。

市費の縮減

・使用電力の削減に努めるなど、企業の経営努力を評価し

た。

・LED化未実施箇所について、一部LED化を実施したほ

か、LED化未実施箇所についても順次LED化することを検

討している。

・管理事務所への自由記載形式の意見箱の設置･阪神高速お客様センター･メールによる問い合わせ窓口･阪神高速PAにおける意見箱の

設置など、利用者モニタリングを実施した。

・その結果、本施設を「よく利用する」「時々利用する」と回答した人数（4,840人）のうち、95％以上（4,646人）から「満足」「ど

ちらかといえば満足」との評価を得ており、利用者の満足度が非常に高いことが伺われた。

・今後、トンネル管理費（業務代行料）は人件費等の高騰により増大することが懸念されることから、あらためて、現在の管理状況の

再確認及び他港の類似トンネルの管理状況を確認し、現状に沿ったトンネル管理手法の見直しを行い、トンネル管理費の縮減を検討す

ることが求められる。

・またトンネル管理手法の検討にあたっては、日常管理及び定期点検のＤＸ化など新技術の活用もあわせて検討し、人件費を縮減する

工夫が必要と考える。

・災害にかかる状況は常に変化しているため、防災対策（ハード・ソフト）については、最新の情報を把握し、適時変化に対応した対

策更新を行っていただきたい。

評価項目 所見

成果指標の達成

・安全で快適な通行環境の維持に努め、道路面の補修や事

故・落下物への対応など安全な走行について９６%以上の

利用者から「満足」「どちらかといえば満足」との評価を

得た。

・また、本施設の利用について９５%以上の利用者から

「満足」「どちらかといえば満足」との評価を得た。


